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次の５つの場面であなたはどうしますか。一番近い行動を
a・b・c の中からひとつ選んでみましょう。

さて、 a・ b・ cどの答えが多かったです
か？

a・ b・ cの答え方にはそれぞれに特徴が
あります。

裏面にはそれぞれの解説が書いてあるので

多かった記号の解説を読んでみて下さい

２つの記号に同じ数があてはまる場合は

両方の解説を読むとよいでしょう。

人と接するとき、自分はどんなふうに接し

いるのか、その傾向がわかります。

傾向がわかれば、どんなことを心がけて

人と接すればよいかがわかりますね。



「

「 い ば り や さ ん 」

「 お ど お ど さ ん 」

「さわやかさん」

参考：「自分の気持ちがきちんと言える38の話し方」

合同出版より

Ｃの答えが多かった人

自分のことも、相手のことも大切にした「アサーション」でする話し方が

出来ているようです。この言い方が出来ると、自分の気持ちや考えを言う

ことができ、相手もイヤな気分になることが少ないので、お互いにとって

満足なコミュニケーションが出来やすくなります。さらに、じょうずな言

い方をレベルアップしましょう。

Ａの答えが多かった人

自分の言いたいことを、はっきりと言うことができています。ただし、

相手のことを大切にするいい方が少ないようです。知らないうちに、相手

を怖がらせたり、きずつけたりしやすい言い方でもあります。

自分の気持ちや考えを伝えることができるのは、いいことですが、さらに

相手のことも大切にした「アサーション」でする話し方を練習すると、お

互いを大切にしたコミュニケーションができるでしょう。

Ｂの答えが多かった人

自分の気持ちや考えを、あまり伝えることをしていないようです。恥ずか

しかったり、「こんなこといったら、相手はイヤかな？」という気持ちが

あるのかもしれません。相手のことを考えるのは大切ですが、あなたの気

持ちや考えは、伝わらないままになってしまいます。自分のことも伝えな

がら、相手のことも大切にした「アサーション」でする話し方を練習して

みましょう。


